
【座談会】

住民参加調査座談会の記録

開催日　2025（令和 7 ）年 6 月 7 日（土）　13：00－14：45
場　所　伯耆町立溝口公民館　大会議室
参加者　妹尾 千秋　金田 裕己　松原 悦子　山根 宏子　田中 宏夫　阿部 香織　
　　　　羽田 成夫　仲田 綾子　松原 優子　松原 隆
　　　　伯耆町教育委員会　角田 寛幸　
　　　　島根大学　板垣 貴志　瀧口 翔　朝見 光彦

　　　　　　　　　板　垣
矢田貝家調査プロジェ

クトは10年もやりました
からねぇ。うまくいって
たような時期もあれば、
どうしたらいいかなって

迷ってるような時期もあったんですけども、
今日は忌憚のない率直な意見をいろいろお聞
きして記録に残したいと思ってますので、よ
ろしくお願いします。住民参加調査は43回も

やってるんですよね。
座談会の進め方ですけど。まずは自己紹介

をしたあと、私の方からプロジェクトの経過
をお話しして、記憶を蘇らせつつ内容に入っ
ていきたいと思います。

では、島根大学からの参加者の自己紹介か
ら。私が島根大学に着任したのは2015年で
す。その直後に同僚の先生や東京大学経済学
部資料室の方々に関わって欲しいとお願いさ
れて、その年の 5 月には山陰研究プロジェク
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トとして伯耆町の矢田貝家調査を始動してい
ます。実は、その時点では、矢田貝家には
行ったこともなければ、資料も見てないのに
申請書を書くことになったんです（笑）。経
緯に関してはあとで述べたいと思います。今
日は、学生がふたり参加してくれています。

　　　　　　　　　瀧　口
島根大学 4 回生の瀧口

翔です。矢田貝家のプロ
ジェクトでは、 2 年生と
3 年生の時に、 2 回ほど
報告会っていうのをやっ

て、結構面白いと思いながらやったので、今
回の座談会も楽しみにしています。よろしく
お願いします。

　　　　　　　　　朝　見
同じく島根大学 4 回生

の朝見光彦です。矢田貝
家での展示解説では、砂
防ですとか、その翌年は
彫刻家の辻晋堂さんに関

して発表させていただきました。本日はよろ
しくお願いいたします。

　　　　　　　　　妹　尾
私の母の里が矢田貝家

と同じ上細見だったもの
ですけん、矢田貝の旦那
さんってことで、いろい
ろ話をさせていただきま

した。多少は嘘をついているかもしれませ
ん（笑）。なんだかんだ楽しく10年間過ごさ
せていただきました。ありがとうございま
した。

　　　　　　　　　金　田
伯耆町に住まいをして

おります金田と申しま
す。近ごろ世間で供給不
足や高騰で話題の“お米”
も作っております。私自

身、幼少期に米子へ転居して地元の歴史には
疎いところがありました。しかし、今回の矢
田貝家調査のおかげで町の歩みを知ることが
出来て本当に感謝しています。この研究が終
わってしまうのはあまりに惜しい、まだまだ
続けていただきたいという思いです。

　　　　　　　　　松　原（悦）
二部に住んでおります

松原悦子です。古文書の
会に入れさせていただい
て、まだまだひよこの前
の卵の状態です。古文書

の会では、私は二部に住まいしてますから、
出雲街道に足羽家っていうのがあって、そこ
の文書を読めるようになったらいいんじゃな
いかとお誘いをいただいたものですから、関
わったらとんでもなく難しくて、まだまだ全
然ダメなんですけど。矢田貝家のことも、知
ることが大事かなぁと思っております。まだ
まだ全然わからないんですけど、今日は皆様
のお話を伺いたいと思いますので、よろしく
お願いします。

　　　　　　　　　山　根
伯耆町の溝口側の福吉

いうマイナーな地区に住
んでおります。山根と申
します。古文書もなかな
か上達してなくて読めま

せん（笑）。矢田貝家調査のことは、忘れた

－ 236 －

座　談　会



ことも多いですけれども、ただ、学生さんの
発表があった時に、知らなかった曽祖父のこ
とが分かり叔母に報告した記憶があります。
よろしくお願いします。

　　　　　　　　　田　中
田中と申します。鳥取

市の人間なんで、こうい
う席におるべき人間では
ないかもしらんです。な
んでこの会に出席するよ

うになったのか、ちょっと記憶が飛んでし
まっているのですが、自分のなかで勉強に
なったことは、庭園の仕事を50年近くやって
まして、その仕事のなかでも、文化財庭園の
保存とか修理というようなことを日常的に
やってきました。矢田貝家の庭園には、ずい
ぶん昔に寄って見させてもらったことがあっ
て、これは注目すべきだなと感じていまし
た。鳥取県の植木屋さん、庭園関係の人の県
による技術者講習会っていうのがあります。
そこの世話をずっとやらせてもらっていて、
矢田貝家を会場に借りて講習会をやろうかと
いうことになりました。ですけど、まだその
修復っていいますか、復元といいますか、き
ちっと作庭された当時の庭園の姿に戻すって
いうのは、まだできてないわけで気にかけて
おります。話が長くなりますのでこの辺で。

　　　　　　　　　角　田
伯耆町教育委員会の角

田です。矢田貝家住宅は
庭園も含めてですけど、
昔から大きな家が立って
るっていうのは知ってい

ました。ちょこちょこ様子を見たりしてる
と、ほとんど手も入っていなくて、時には泥

棒が入ったりするようなこともあったと聞い
ていました。国登録有形文化財になって、ま
たこういった会で皆さんで史料を見ながら
いろいろお話をされるようなこともあったり
と、注目を浴びるようになって、とてもあり
がたいことだなと思っています。毎年、年末
には学生さんがいろいろ研究されて発表され
るのを楽しみにしていたんですけども、どう
も今年で終わるということで、ちょっと残念
だなと思ってます。記録にしてまとめをされ
るということで、どういったことになるのか
楽しみにしております。よろしくお願いし
ます。

　　　　　　　　　松　原（隆）
町内在住の松原と申し

ます。私は、実は直接こ
れに関わってないんで
す。 1 回だけ伯耆町の教
育委員会におるときに、

学生さんの展示解説に行かせていただいたこ
とがありました。また、実は板垣先生とは初
対面ではございませんで、例えば息子が島大
の法文学部だったことで、ゼミ生ではなんで
すけど、お世話になったということを聞いて
おります。それから古民家沙々樹（鳥取県日
野町根雨）で、先生が牛の講演をされた時に
も訪ねたことがあります。ということで何回
か馴染みがあるんです（笑）。矢田貝邸につ
いては、文書についてのプロジェクトには参
加しておりませんでしたけれども、先ほど申
しました学生さんの発表の機会に行ったりと
か、あるいは伯耆町教育委員会の在職の折に
は、ちょうど車が矢田貝邸に突っ込みまして
ですね。壁の修理のことをさせてもらったと
いうことがございました。今日は勉強させて
ください。お願いします。
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板　垣
息子さんは考古学でしたかね。はいはい。

覚えてますよ。まだ高校生の頃に私の講演会
に来たんですよ。島大に入学しますって話し
たのを覚えています（笑）

　　　　　　　　　阿　部
境港市から来ておりま

す阿部といいます。私も
先ほどの田中親方と同じ
で、鳥取県の文化財講習
の方で矢田貝邸の実践の

授業を受けさしていただきました、もともと
学生時代から造園の勉強をしていたこともあ
りまして、文化財庭園に興味がありました。
このプロジェクトがあるよっていうふうに伺
いました。その庭をつくった、その当時の文
化的背景とか、その頃の人たちの価値基準と
かが紐解かれていくようなところに興味を持
ちました。やっぱりその庭だけの形ではな
く、それが作られた文化的背景とか考え方っ
ていうのがすごく重要だなぁと。先ほど親方
の話にもありましたけど、修復していくと
か、本当の元の原型を探していくとかってい
うのは、まだ途中なんですけれども、その答
えを見つけるためのヒントになっていくんで
はないかなと思って、勉強させていただいて
おります。

　　　　　　　　　羽　田
私も岸本に住んでいま

す。実は私は、中学校 3
年の時に岸本に来まし
て、その時の町長さんが
矢田貝家顕造さんでし

た。非常に興味深く日記を読ませていただい
て、昔の小さい頃のことも少しずつながら様

子がわかってきたので、非常に楽しかったで
す。でも実は一番楽しかったのは、学生さん
と一緒に 1 つ 1 つの文書を写真を撮りながら
読み合って、そうだよね、こうだよね、でも
ここ読めないよねっていうあのひと時が一番
の楽しみでございました。あれがないのは残
念だなと思いますけども、よろしくお願いし
ます。

　　　　　　　　　仲　田
二部の仲田です。私は

家に足羽家の文書があっ
たものですから、古文書
に興味持って、少しずつ
読めるようになっていっ

たんです。矢田貝家も古文書がたくさんあっ
て、それが読めることを楽しみに来てたんで
す。皆さんと一緒にできてよかったです。

　　　　　　　　　松　原（優）
やっぱり矢田貝さんっ

てのは、子供の頃の町長
さんだったのと、泥棒が
入った時の大事件で、な
んか蔵が荒らされたんで

すよね。そのようなことを聞いたのは、すご
く子供心に印象に残っています。ただこのプ
ロジェクトに参加させていただいたのは、出
来心というか、なんかぽっと思いついて、全
然何のつながりもなく 1 人で参加したんで
す。でも、その中で人間関係がいろいろでき
てきて、古文書の会にも入ってしまったりと
か、そういうつながりも面白かったです。最
初は、ちょっと民俗学の授業を受けたことが
あったので、そういう観点から、近世とか近
代の歴史とかいろんなその民俗学的なところ
に関心があって、一昔前はどんな生活してい
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たのかみたいなところにすごく興味ありまし
た。それからいろんな文章を読んで、この日
記なんかも読んでいくうちに、大正とか昭和
の初期とかいろんな出来事があって、それが
きっかけでたどっていくと、また違う情報が
出たりして。すごく知識の枝葉が広がって増
えていくのがすごく面白かったです。

板　垣
このプロジェクトをはじめる際の趣旨に一

番近い感じだったかもしれませんね。こう
いった資料をきっかけに、それがコミュニ
ケーションのツールというか、対話の道具に
なって地域で仲間ができて、そしていろいろ
なことも展開していくっていうのは、もしか
したら僕が一番目指していたようなところ
だったかもしれないなと思いました。

※�10年間のプロジェクトの経緯の説明は省
略。本論集の総論を参照されたい。

まずは、大学側が矢田貝家の調査を住民の
人と一緒になってやろうなんて呼びかけた頃
とか、それから実際に参加してみて、なんか
感じたり、考えたり、思ったことがあれば、
自由に発言していただけたらありがたいです。

金　田
私がこの会に参加したきっかけは、先生の

講演会チラシが魅力的だったからです。歴史
を知らない人でも「なんだか面白そう…、一
度聞いてみようかな」と思わせるような雰囲
気がありました。実際、矢田貝家に関する講
演を聴いたことで古文書の会との繋がりがで
き、交流する機会が増えました。この町に詳
しくない人にとって、こうした興味を惹きつ
ける活動やきっかけがあることは、地域と繋
がるうえでとても大きな意味を持つと感じて
います。

松　原（悦）
私は、最初の頃の立派な展示冊子を、何回

分か家に持ってるんです。声かけもあったと
思いますし、新聞なんかにも出てましたから
ね。私も他所から来た人間なので、伯耆町に
もそういうのがあるのかって知らないじゃな
いですか。ちょっと興味を持って行ってみよ
うかと。その後、古文書の会に参加したのは、
声がけでした（笑）こんなミミズの這ったよ
うな文字がはたして読めるんだろうかと思っ
ていました（笑）。

妹　尾
始まった頃は、古文書の会員の外にもいろ

いろな方がおられました。10年前には私より
10歳以上も年上の方と日記などの資料を一緒
に読んでいたことになります。その当時、私
はもっぱら聞き役で、よう知っちょうなあと
感心しながら聞いておりました。そのうちに
年を経るごとに高齢のため来られない方がだ
んだんと増えてきました。逆に私の出番が多
くなり、今では皆さんと一回り以上も離れた
ボケじいさんとなって参加させていただいて
います。

板垣先生がこのプロジェクトに地元の我々
を呼ばれたのは、矢田貝家資料を読むと地元
の方ではないと分からない地名とか風習、人
名や言い伝えなどが出てくる。それを一緒に
読みながら教えて欲しいということであった
と理解しています。これらはどこかの本を調
べれば分かるといったことではなく、日頃よ
り見たり聞いたり経験したりした日常生活の
諸々を語ることを意味しています。

私は86才になりますが、昭和20年終戦の年
は 5 才でした。玉音放送も聞きましたし、農
地解放前の倉屋（矢田貝家の屋号）も覚えて
います。 5 才の記憶は一生残るといわれてい
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ますので、昭和20年頃からの諸々は自信を
持って語れますが、それ以前の戦前のことと
なると正直分かりません。私より10年前に 5
才になられた方は昭和10年頃からの見聞きし
た諸々を語ることができます。このプロジェ
クトが始まった10年前には諸々に詳しい方が
何人もおられましたが、今は私が最後の一人
となりました。

もう一度再会をの声もありますが無理で
す。諸々を語れる住民がおられません。その
意味でも今回のプロジェクトはラストチャン
スをうまく切り抜けられたことになります。
おめでとうございます。やはり寂しいです。
楽しくて勉強になった10年でした。

江戸時代から続いていた資産家で、それな
りにところどころに寄付をしたり施しをした
りして旦那さんと呼ばれていた旧家が後継者
がいないということで、今年になって 2 軒潰
れました。豪邸跡地にはあっという間に十数
件の住宅が建ちました。古文書を分けていた
だきませんかという間もなくあっという間で
した。残念ながら長い年月を待つことなく旧
家のことは世間から忘れ去られることと思い
ます。気の毒なことです。

矢田貝家はどうでしょうか。文化財に指定
されていますが、母屋はさほどではないよう
です。使われている材木も普通の民家と変わ
りません。結局どうでしょうか。矢田貝家プ
ロジェクトによってその歴史は末永く後世に
残ります。めでたいことですが問題は母屋で
す。維持管理がたいへんだと思います。更地
にされるのを見たくない気持ちでいっぱいで
す。そのための支援を真剣に考える時が来た
ようです。

板　垣
このプロジェクトは、妹尾さんとか戦前生

まれの方々がいろいろと昔語りしてくださる
から、つながるところもありました。今日は
居られませんが泉原さんとか。この世代の方
が10年経つとなかなかこういった文化活動の
場に来られなくなって、難しいところもあっ
たなって率直に思います。

あとご存知のように、矢田貝家は分家が大
きくなった新興の家なんですね。明治末頃の
資産家一覧では、だいたい日野郡の近藤家が
200万円ぐらいの規模の家としたら、矢田貝
猶治は10万です。20分の 1 ぐらいの規模で
す。それでも旦那寺の瑞應寺に行くと、それ
こそ立派な屋根瓦などを寄付している。近辺
の神社などには、矢田貝家の名の入った灯籠
が残っています。ここの地域では、典型的な
中規模地主ですかね。私は、特徴のないこと
が特徴といい続けてきました。でも庭園は特
徴的だと思っています。

松　原（優）
ちょっと話がずれるかもしれませんが、親

戚のおじさんと話をしてて、子どもの頃に町
内の荘に住んでらしたんです。その頃はその
辺からアメリカ移民に出稼ぎに行く方がい
らっしゃったようです。お金をたくさん稼い
できて、それで仕送りをして。それで自分た
ちがこっちに帰国した時に、住む家が欲し
いっていうんで、矢田貝家の建物を買って建
てたそうです。私も行ったことがあるんです
けど、 2 階建てのすごい大きな建物だったと
いう記憶があるんですよ。倉屋の建物を解体
して、それを持っていって建てたって聞いた
んです。私、日記読んでいて、どこかにそう
いう家を売ったという記述がないかな、と思
うんです。
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板　垣
荘集落は、矢田貝家の所有する田畑の一番

北側の端ぐらいになります。今の岸本の役場
のあたりから荘ぐらいまでの範囲ですね。矢
田貝家も隠居屋とかいろいろありましたか
ら、ちょっと調べていないんでわかんないで
すけど、日記に記述が残っているかも知れま
せんね。

羽　田
撮影してた時は、なかなか楽しかったです

ねぇ。やっぱり新しい文書が読めるし、その
文書があることによって若い学生さんと、こ
こはどうだろうかという話もできるしね。今
の学生さんといろんな話もできたし。まあ、
私としては文書がたくさん見たかったってい
うのがあると思います。確かにそのための事
前準備は大変だなと思いましたね。

板　垣
さっきも妹尾さんも言われたんですけど、

最初はもうちょっといっぱい人が集まったん
ですよね。いろんなものに興味のある人が集
まったんですけど、結局はやっぱり読めるメ
ンバーが残っていったっていうところがあり
ますねぇ。本当は、読めることに超したこと
はないんですけど、史料の撮影だったら参加
のハードルが低いかなと思ったら、そうでも
なくてねぇ（笑）。私は、撮影は作業をやら
せてるみたいな感じになってダメなのかなと
思ってたんですよ。それで教育委員会の長田
さんとの相談で、やっぱり日記がいいよって
いわれてですね。途中から日記解読に変えて
いったんですけどね。

仲　田
撮影は楽しかったですよ。座学になるとそ

んなに学生さんと話するようなこともなくな
るので。日記も面白かったですよ。でもあの
字は読みにくかったんですよねぇ（笑）。

板　垣
やはり撮影でも、会話があれば楽しかった

んですねぇ。今知りましたよ（笑）。でもそ
れを楽しめるのは、ある程度読める方にとっ
ては、かも知れません。

羽　田
まぁ、確かに日記は、顕造さんの生活とか

の様子はわかるんですけどねぇ。その当時の
社会の情勢とかが出るような中身は興味深
かったです。例えば、戦争中に出征する人を
送るときに、何月何日どこどこに行って、ど
んなふうにして出征の人をお送りするとか、
それから戦地から帰ってくるときには、こん
なふうにして皆さんでお迎えしますとか生々
しいものがあるとね。もう少しこう、当時の
社会全体がうかがえるような資料、まあ日記
だからしょうがないのかなと思ったけども、
そういうものに目を通して、岸本という町は
その当時はこんな生活が行われたんだな、こ
んなの風習があったんだ、なんてことがより
具体的に分かる内容があればなっていうよう
な気はしましたね。日記を見ながらね。

松　原（隆）
いま文書の話が出ましたけれども、例えば

現地に赴いて学習するひとつの意義として、
やっぱり地形とかね、周辺の環境とか家の位
置関係みたいなところを探ってみるのも意味
深いのかなと思っています。そもそも矢田貝
家に対する大きな疑問のひとつに、なんであ
そこにあるのかな、ということがあります。
例えば、10年前に日野川が警戒水位を超えた
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時がありましてね。隣の上細見ではもう避難
勧告が出て、すぐに移動してくれということ
もあったりしました。非常に危険性のある場
所に矢田貝家はある。まぁ、水運の関係であ
そこにあるってことは聞いたことがあります
けれども、とはいえずっと私は疑問だったも
のですから、もしよかったら教えていただけ
ればと思います。

板　垣
その要因のひとつはここで教えてもらった

ことがありますよ。上細見の集落は、古い山
の裾の方を本村（ほむら）といって、日野川
の方が外村（とむら）と呼んでいたようです。
これは妹尾さんに聞いたことだったと記憶し
ています。だいたい古い日本の村落っていう
のは山の裾に家を建てるんです。流水で水が
取れるから。推測ですけども、幕末に分家を
する際に、本村の方には家を建てる土地が無
くて、外村にしたのではないかなと思ってい
ます。たしかに水流を使ったり、水車小屋が
あったりしてたんですよ。かつては、お酒造
りなんかしてますしね。

妹　尾
おっしゃる通りで、あそこしか土地がな

かったんですよ。日南の方から、本家が大江
に出られて、そののちあそこに分家されたわ
けです。山すその方の高台のあたりが本村
で、いわゆる古くからの家はそっちにあった
わけですよ。

羽　田
それこそ中世の昔からずっとその土地に住

み着いておれば、いい場所を持ってるだろう
けども、他の地からきて分家して出た時に
は、やっぱりそういう形で土地が取れんので

しょうね。

板　垣
山根さん、いかがでしょうか。

山　根
私は、一番最初からではないではなかった

ですね。最初から参加されていた泉原さんと
かに声かけてもらったんだと思うんです。撮
影する場所にはいましたけど、もともと古い
時代のことは知りたいなという興味があった
んですけど、自分でどこかに入っていく勇気
はなかったのですが、古文書の会に入ってて
声をかけていただいてありがたかったと思い
ます。

板　垣
その後、長いこと付き合っていただいてあ

りがとうございます。

山　根
面白いです。一生懸命調べられたことで、

全然知らなかったことがいっぱい発掘される
ので楽しかったです。

板　垣
せっかくなので阿部さんいかがでしょう

か。阿部さんも途中からでしたよね。いつぐ
らいかな、コロナの前ですよね。庭園への関
心があったからってことはおっしゃってたん
ですけども、田中さん経由で知られたんで
しょうか。

阿　部
そうですね。
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田　中
僕たちは、多分庭園経由だと思うんです。

庭園の関係であそこ行ったら史料をいっぱい
並べてあったり、いろいろなことがあって、
これはなんじゃないなっていうようなこと
で、こういう会があることを知ったと思いま
す。まぁ、入らせてもらったのは、庭園がど
ういう経緯で造られたのか、それで顕造さん
が、どういう性格の人でこういう庭園になっ
たのか。庭園研究のうえで一番大事なことな
ので、ぼつぼつと参加させてもらったのが最
初かな。私は、生まれも育ちも今現在も鳥取
市の河原町ですから。このあたりの風習と
は、若干違うんですね。お話を聞いていくと
非常に面白いこともありましたね。

阿　部
たぶん鳥取県文化財課の池田さんに紹介し

ていただいたと思います。こんな会がある
よって。講習かなんかの頃に、もうちょっと
この庭園が造られた背景とかなんかないんだ
ろうか、っていう話をしてて、多分紹介して
いただいたんじゃなかったかな。

板　垣
角田さんはいかがでしょうか。取り組みの

前半は教育委員会の長田さんが主担当で、私
どもと一緒にずっとやってんですけども、ど
んなふうに見ておられたとか。

角　田
そうですねぇ。ちょうど違う部署にいたの

で、なかなか情報が入ってきてはなかったで
す。教育委員会がやっている程度の感じで
したよね。やはり担当とか同じ部局じゃな
いと、そこまで関心度は高くなかったです
ね。ちょうど2015年から教育委員会には居り

ませんでしたので。ただこの調査は、今まで
の行政主体のものから行政と大学、住民が協
力して古文書を整理、調査するもので本町で
は初めての試みでした。地域に残されている
歴史文化の掘り起こし、地域づくりへつなげ
る活動だと思います。今後は、矢田貝家住宅
とあわせて大量に保管されている古文書をい
かに活用するのかが重要になってくると思い
ます。

板　垣
課題は文化財の活用ですよね。これは古文

書なんかも含めて、先ほども妹尾さんがいわ
れているように、旧家には死蔵されている史
料がいっぱいあると思います。溝口でも岸
本でも。

羽　田
個人的に古文書を見たいといっても、絶対

に見せていただけないんですよね。やっぱり
行政か、いわゆる大学の研究の立場からでな
いと難しい。そういうあたりを伯耆町に残っ
ているうちに働きかけていただいたいです
ね。さっき足羽家の話をされたけど、ここは
二部の本陣ですよね。溝口にもあるんですよ
ね。だいたいどのお宅かはわかるんだけど
も、その方に聞いてもわからない、まだ蔵も
開けてないと。まぁ、いつか蔵を開けた時に
といったぐらいで話は終わるんですよねぇ。

松　原（優）
なんかね、よく建て替えられるときのタイ

ミングで全部捨てちゃったとか、そういう話
をよく聞きます。うちの近くのずいぶん古い
お宅なんかでも。もう処分しちゃったとかっ
ていうのがあちこちで聞くので、もう本当に
早くやっておかないと無くなっちゃいます。
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板　垣
ここにいるメンバーは、そういうふうなも

のに関心があるけども、関心のない人もいま
すからねぇ。代替わりとかで。あとは、古文
書を読む会の今の課題をお聞きしたいです
ね。どんな課題があるのか。せっかくなので
他の地域と共有する意味でも、いかがでしょ
うか。

妹　尾
まさに風前のともし火じゃないですか。わ

しらも覚えることよりも忘れることが多く
なってきて（笑）、いろんな方に声をかけた
んですけど、入ってやるという人が少ないで
すね。10年以上前には、自分で調べて郷土史
家って呼べるような人が何人もおられたんで
すけども。古文書の解読は地味で根気のいる
活動ですので、文化振興会の歴史部会と連携
しながら活動を続けたいと思っています。矢
田貝家のプロジェクトがなくなりましたの
で、戦争遺跡調査プロジェクトを立ち上げる
準備を進めています。

松　原（隆）
私も古文書を読む会に所属しておりまし

て、そのきっかけは、大先輩の妹尾先生から
強い勧誘をいただきました（笑）。いつも思
うのは、読めることと分かることは随分と段
階が違うなぁということでして、米子に出る
にしても歩いているのか、電車なのか、それ
をイメージしながら読めるかどうかで、分か
るかどうかが決まってくるように感じていま
す。そこの理解は、なかなか古文書を読む会
だけではできないもんですから、その当時の
世の中全体の雰囲気とかね、あるいはこの地
域の特性とか、いろいろなものを加味しなが
ら分かってないと、読むだけで分かってない

なぁと感じることがつくづく多いです。それ
は諸先輩方の生活経験を聞きながら分かるこ
とが多いので、それをどこで勉強するのか
は、ひとつの大きな課題かと思います。

金　田
矢田貝顕造氏の日記には、頻繁に米子に

出掛ける様子が記されています。私の世代
はかつて西伯線（法勝寺電車）で米子に通っ
たわけではありませんが、今も保存されてい
る当時の車両を目にするたびに、「これが皆
の生活の足だったんだ」と昔の暮らしを意識
します。こうした地域の記憶を学生さん方が
研究を通して忘れ去られないように残してく
れる。それは本当に意義深い大切なことだと
思っています。

板　垣
私は、生活世界って言葉が好きでしてね。

自分たちが生活している身の周りの見え方っ
ていうのがね。生活世界の過去の姿を知る
と、日記だろうが、書簡だろうが、この自分
のいま生きている生活環境がちょっと少し
変わって見えたりとか、愛着が湧いたりと
かね。別の見方ができるようになったりと
か。矢田貝家のプロジェクトは、そんなとこ
ろを少し目指している側面もあったんですけ
どね。

妹　尾
10年にわたって大学の方から古文書のアカ

デミックな取扱い方とか手法を学ばせても
らったのはとても良かったと思います。あと
20年ほど時間があれば（笑）、もっといろい
ろなことが地元でできるのになぁと思ってい
ます。手法を参考に戦争遺跡調査のプロジェ
クトを立ち上げる予定です。
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羽　田
いま子どもたちには、地域を愛する心を育

てるという運動が多くてね。各小学校のなか
でも地域のことを学ぶんだけれども、私たち
はやっぱり大人自身がもう少し地域を学んで
いくことが大切だと思います。長い目で見
て、すぐに経済的に結びつくようなもんでは
ないんだけども、こういう地域の歴史だと
か、いま残っていろんな文化というものを、
やっぱり大人も一緒に学んで、世代で絶える
ことなく伝えていく。長い目で見たらやっぱ
り郷土が生き続けていける道ではないかなと
思うんですよねぇ。

板　垣
生活世界の過去のあり方を眺めると、今の

見え方が変わるんじゃないかっていうことを
いいましたけど、過去、現在、未来をつなげ
ていくことが重要で、例えば民俗学で伝承っ
て言葉を使うんです。それは地域の過去を大
人が知って、今はもちろん知っているわけで、
そのことによって未来に向けてこれから育っ
ていく子どもたち、今後この生活世界で生き
ていくであろう人に対しての、なんていうか
な、責任とまではいわないけども、未来のこ
とを考えるモラルですね。ある種の倫理を培
うことになるという議論があるんです。少し
難しい話をしていますけれども、過去にいろ
いろと努力した先人たちの姿を、現在の私た
ちが知り、それを自分ごととして同じ生活世
界で未来に過ごすであろう人たちのことを考
える。過去、現在、未来につながるモラルを
つくっていくっていうような側面が、この文化
活動にはあると思っています。先ほど羽田さ
んがいわれたようなことは、たんに古いこと
を知って面白いなぁだけじゃないものがある
と思います。じゃあ、せっかくなので、未来

を背負う学生たちに聞いてみようと思います。

瀧　口
自分はこの大学に来てから、こういった地

域の近現代史ってものを知ったんです。今ま
では多くの一般の人というか、なんか普通に
地域で生活していた庶民にスポットを当てた
り、その史料を用いたりとか、また今回もそ
うですけど、いま生きてる人と関わり合っ
て研究するとか、交流を持つという考え方
が、そもそもすごい新しい発見だった気がし
てます。やっぱこういうコミュニティ的なあ
り方っていうのはすごい面白いなと思います
し、こういう活動が続いていったらいいなっ
て感じます。

朝　見
僕は、展示に際して砂防ダムをテーマに調

べたんですけども、調べていくうちに、人の
命や暮らしを守るために、砂防の計画ってい
うのがあって、いまも脈々と続いているとい
うことがわかって、そういった先人の方々の
歩みですとか、その砂防事業が不況対策から
始まったこととか新たな側面が見えてきて、
当たり前にそこに存在していたものが、事象
や人物について改めて考え直すきっかけにな
りました。そのような視点を得られたのがと
ても良かったです。また、地域コミュニティ
に関しては、矢田貝家のような地域資料が地
域の人をつなぐ文化資源としての活用方法が
あるとか、そういった側面もあるということ
を学べて、将来の仕事でも、こういった経験
を活かしていきたいと思います。

板　垣
みなさん、今日はどうもありがとうござい

ました。
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